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 山折 哲雄 氏   

 

国際日本文化研究センター名誉教授 

 

 

 

 

 

 

生年月日   1931 年（昭和 6 年） 5 月 11 日 

 

略  歴   1931 年 父が浄土真宗の布教のために赴任していたサンフランシスコに生まれる  

1936 年 帰国して東京に転居  

1943 年 母の故郷である岩手県花巻市に疎開 

1954 年 東北大学文学部卒業  

1959 年 東北大学大学院文学研究科博士課程単位取得退学  

1969 年 株式会社春秋社編集部入社  

1976 年 駒澤大学文学部助教授  

1977 年 東北大学文学部助教授  

1982 年 国立歴史民俗博物館教授  

1988 年 国際日本文化研究センター教授  

1997 年 国際日本文化研究センター名誉教授、白鳳女子短期大学学長  

2000 年 京都造形芸術大学大学院長  

2001 年 国際日本文化研究センター所長 

2005 年 国際日本文化研究センター所長退任 
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受  賞  歴 2001年 京都新聞大賞 文化学術賞  

2002年 『愛欲の精神史』で和辻哲郎文化賞（一般部門）  

2003年 第54回NHK放送文化賞  



 
主要著書 

 
悪と往生 －親鸞を裏切る『歎異抄』（中公新書、2000）  
愛欲の精神史 （小学館、2001）  
近代日本人の美意識 （岩波書店、2001）  
鎮守の森は泣いている －日本人の心を「突き動かす」もの （PHP研究所、2001）  
こころの作法 - 生への構え、死への構え （中公新書、2002）  
悲しみの精神史 （PHP研究所、2002）  
日本人の情感はどこからくるのか （草思社、2003）  
教えること、裏切られること －師弟関係の本質 （講談社現代新書、2003）  
涙と日本人 （日本経済新聞社、2004）  
さまよえる日本宗教 （中央公論新社・叢書、2004）  
日本のこころ、日本人のこころ （日本放送出版協会、2004）  
日本文明とは何か －パクス・ヤポニカの可能性 （角川叢書、2004）  
デクノボーになりたい －私の宮沢賢治 （小学館、2005）  
ブッダは、なぜ子を捨てたか （集英社新書、2006）  
「歌」の精神史 （中央公論新社・叢書、2006）  
無常の風に吹かれて （小学館、2007） (山折哲雄セレクション生きる作法 1)  
生老病死の人生八十年 （小学館、2007） (山折哲雄セレクション生きる作法 2)  
早朝坐禅 －凛とした生活のすすめ （祥伝社新書、2007）  
親鸞の浄土 （アートデイズ、2007） ISBN 978-4-86119-097-1  
日本人のゆく浄土 （小学館、2007） (山折哲雄セレクション生きる作法 3)  
親鸞をよむ （岩波新書、2007）  
信ずる宗教、感ずる宗教 （中央公論新社、2008）  
空海の企て －密教儀礼と国のかたち （角川選書、2008）  
日本人と「死の準備」 （角川SSC新書、2009）   
いま、こころを育むとは （小学館101新書、2009） 

  

その他、著書・共編著等多数。 

 



南方熊楠賞トロフィー制作者 

 

   故  建畠覚造（たてはた かくぞう） 

 

略 歴 

 

  大正 8 年(1919)4.22～平成 18 年(2006)2.16  彫刻家。東京生まれ。抽象彫刻のパイオニ

アの一人。 

  行動美術協会会員。 

  昭和 16 年東京美術学校彫刻科卒業。第 4 回文展で特選。25 年行動美術協会に彫刻部を

創設、会員となる。29 年ベネチアの第１回国際造型美術家会議に出席し、フランスに滞在。

日本国際美術展、現代日本美術展、集団現代彫刻展、宇部現代日本彫刻展、41 年ロダン美

術館の国際現代彫刻展、42 年アントワープ国際彫刻ビエンナーレ展などに出品、抽象彫刻

の展開に重要な役割を果たした。 

  父、建畠大夢（和歌山県有田郡清水町出身、明治 13 年(1880)2.29～昭和 17 年(1942)3.22、
本名 弥一郎）は著名な彫刻家であり、帝展審査員を務め、東京美術学校教授、官展系の

代表的彫刻家として活躍した。 

 

賞 

  昭和 16 年(1941)  文展特選 

  昭和 16 年(1941)～昭和 17 年(1942)  直土会賞 

  昭和 18 年(1943) 野間賞 

  昭和 41 年(1966) 国立近代美術館賞 

  昭和 42 年(1967) 高村光太郎賞 

  昭和 56 年(1981) 中原悌二郎賞 

  昭和 57 年(1982) 長野市野外彫刻賞（美ヶ原） 

          和歌山県文化賞 

  昭和 58 年(1983) ヘンリームーア大賞展特別優秀賞 

  平成 2 年(1990)  第 40 回芸術選奨文部大臣賞 

  平成 17 年(2005)  文化功労者 

   
作 品 

  和歌山県立近代美術館、箱根彫刻の森美術館、美ヶ原高原美術館、長野市野外彫刻、東

京芸術大学資料館、和歌山県国体モニュメント、東京銀行本店モニュメント、和歌山県立

近代美術館モニュメント、紀南文化会館モニュメント、さいたま博シンボルタワー、東京

証券取引所研修センターモニュメント、長野市制 100 周年記念モニュメント、東京芸術劇

場モニュメント、東京都新庁舎議会棟ロビー彫刻、東京都中央海浜公園モニュメント、和

歌山市制 100 周年記念モニュメント 




